



One Consideration on Local Railway Policy of Japanese National Railway 
－Focusing on Development of Policy in Continuation and Abolishment of Local Railway－ 
 



























































































































































































































































































































10.1 1969.12.8 民間バス 
根北 斜里～越川 12.8 1970.12.1 民間バス 
唐津 山本～岸岳 4.1 1971.8.20 民間バス 
世知原 肥前吉井～世知原 6.7 1971.12.26 民間バス 
臼ノ浦 佐々～臼ノ浦 3.8 1971.12.26 国鉄バス 
鍛冶屋原 板野～鍛冶屋原 6.9 1972.1.16 国鉄バス、 民間バス 
三国 金津～三国港 9.7 1972.3.1 国鉄バス、 民間バス 
篠山 篠山口～福住 17.6 1972.3.1 国鉄バス 
宇品 広島～上大河 2.4 1972.4.1 民間バス 
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川俣 松川～岩代川俣 12.2 1972.5.14 国鉄バス 
札沼 新十津川～石狩沼田 34.9 1972.6.19 国鉄バス 





















































































表4－1  地方交通線特別交付金の推移(単位：億円) 
76年 77年 78年 79年 80年 81年 82年 83年 84年 85年 86年 
































  －特性分野以外の路線 
③ロ－カル線の区分：バス輸送との経済比較による輸送密度等の基準に基づき、次のよう
に区分する。 
  －鉄道輸送の方が経済的な路線 
  －バス輸送への転換が困難な路線 
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輸送密度 区分 路線の存廃 


































































































区分 選定路線数 バス転換 
路線数 ３セク鉄道 民鉄 
第１次線 40線 22線 18線 14社 2社 
第２次線 31線 20線 11線 11社  
第３次線 12線 3線 9線 7社  
小計 83線 45線 38線 31社 2社 
地方新線   6線 6社  




































年月 1968年9月 1979年1月 
1980年12月(法制定) 
1981年3月(施行令制定) 
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